
底層採水によるCTD塩分値の補正について

吾・小進橋一・高晋藤佐 志

はじめに

平成9年度から定線観測時にはCTDの塩分値を補正する目的で底層採水を行っている。しかし、試

貴向

験船東奥丸に搭載されたCTDについてはその塩分値が塩分検定による塩分値を大きく下回り、また、バ

ラツキも大きくなる傾向をみせた。この原因はCTDの船上局の故障によることが判明したのでここに

報告する。

材料及び方法

3月2、9、10、11、12、8、6、5、日本海で4、当場が実施している定線海洋観測の回数は、

3月の4回で、観測水深は原則として1000mまで、としている。底層採9、12、の10回、太平洋は6、

日本海は 3----4点、太平洋は6点ほど、で、行っ

ている。底層水の採水はCTDセンサーの直上にニスキン採水器を取り付けて行っている。この採水器

は採水のみ行うものである。採水されたサンプルはサリノメーターで塩分検定し、 CTDの塩分値との

水は観測線一線ごとに 1----2カ所行うこととしており、

比較を行った。

結 果

・表1には開運丸のCTDについて、 CTD塩分値と採水して塩検を行った結果の比較表を示した。

これをみると、開運丸(シーバード社

ま

た、図 1には表1のデータを時系列のグラフにして示した。

:!: 0.04の範囲におさまっていた。また、各観測ごとのバラツキも0.08

この期間内でのCTDセンサー(水温及び、電気伝導度)

では差の平均は小さく、製)

のキャリプレーショ以内と比較的小さかった。

ンは1998年1月及び1999年1月に行ったが、塩分値のズレの傾向はその前後で特異な変化はみせな
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CTD塩分値と底層採水による塩検値の差の推移
(開運丸・シーバード) ・は差の平均値*

s 

12 

図 1

97.8 

.0.04 

.0.08 

-表2には東奥丸のCTDについて、 CTD塩分値と採水して塩検を行った結果の比較表を示した。ま

た、図 2には表2のデータを時系列のグラフにして示した。これをみると、東奥丸(ニールブラウ

ン社製)では差の平均は時を追うごとに大きくなっていき、キャリプレーションを行った1997年10

1年後の98年10月末には9.6をこえる差となっていた。 99年1月には

160 

月直後に0.339だ、ったものが、



表 1 CTD塩分値と底層採水による
塩検値の比較(開運丸・シーバード)

年 |海域 l 月日 1 CTD : 塩検 l 差 ;差の平均;差の平均

19971太 18/23~28134.330: 34.355: 0.025 : 
34.268: 34.293: 0.025 : 
34.329: 34.352: 0.023 : 0.012 : 
34.195: 34.219: 0.024 : 
34.345: 34.329: -0.016 : 
34.221: 34.210: -0.011 : 

云r-Iz7i二n詞忌:-u:34~ii6: ~6.05瓦，
34.325: 34.138:←0.187 : 
34.339: 34.334: -0.005 : -0.057 : -0.025 
134.374: 34却 3:0.019 : 
34.346: 34.287: -0.059 : 

19981太 I2/23~25134.382: 34.325: -0.057 : 
34.429: 33.713: -0.716 : 
34.428: 34.395: -0.033 : -0.131 : -0.014 
34.315: 34.309: -0.006 : 
34.389: 34.398: 0.009 : 
34.346 : 34.364: 0目018: 

天 r8Ï'::Ü~人=-"2-ST34忌:-3-f~3n39 ~ o~õõ8- ~一一
34目340，34.351' 0.011 ' 
34.319: 34.380: 0.061 : 0.029 : 
34.372: 34.425: 0.053 : 
34.340 : 34.384: 0.044 : 
34.300: 34.298: -0.002 : 

-末一fW扮二:iZ!3 r 34.3-5-2:-詰百66:な01主7
34.343 : 34.328: -0.015 : 
34.339: 34.324: -0.015 : -0.257 : -0.009 
34.340: 33.811: -6.529 : 
34.350: 34.330:一0.020' 
34.364: 33.387: cO.977 : 

19991太 12/23~27134.381 : 34.353: -0.028 : 
34.388: 34.216: -0.172: 
34.373: 34.316: -0.057: -0.066 : -0.040 
34.320: 34.314: -0.006 : 
34.276: 34.210: -0.066 : 

*最右端の“差の平均"は“差"の欄の網掛けしたデータを除いて計算した

センサーのキャリプレーションを行ったが、塩分

値に改善が見られないため他の機器についても点

検を依頼したところ、船上局(船上ユニット)に

異常が見つかった。このため、船上局を交換した

ところ塩分値の差は0.04以内におさまった。

各観測ごとのバラツキを差の範囲としてみると、

1997年4月から11月まではその幅は0.1以内で

あったが、 12月以降は0.1をこえ、 1998年6月に

は0.2以上となった。
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図2 CTD塩分値と底層採水による塩検値の差の推移
(東奥丸・ニールブラウン) ・は差の平均値キ
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さらに、 9'"'""10月にはバラツキの範囲が2をこえ、 CTDの塩分補正は不可能な状態となった。船上

局の交換後は0.1前後のバラツキに縮小した。

考 察

開運丸のシーバード社製CTDの塩分値と塩検による塩分値との差は比較的小さく、バラツキも小さ

かった。また、東奥丸のニールブラウン社製のCTDも、船上局を交換してからは差もバラツキも改善

されたと思われた。今後、 CTDセンサーについては毎年キャリプレーションを行っていく予定である。

また、塩分検定を行うサリノメーターについては平成10年に久しぶりにキャリプレーションを行った

ので、今後も定期的に実施していくように考えたい。

採水にはニスキン採水器を使用しているが、この採水器ではメッセンジャーが採水器まで到達した

かどうか、ワイヤーの感触による等の確認方法がない。メッセンジャーを投下してからの時間によっ

て判断しているが、今のところよい方法がない。

補正の方法については、水産研究所等からは示されておらず、各県の状況もわかっていない。青森

水試では観測時、表層だけは採水して塩検しているので、表層を除く全層に塩分の差を加算するいわ

ゆる「ゲタをはかせる」方法によっている。塩分補正のための採水は底層(主に1000m水深)のみと

しているが、数層で採水を行い関係式等を作って補正をすべきかもしれない。

試験船青鵬丸には平成11年度からロゼット式採水器が搭載される予定である。これによって採水の

問題は解決されると思われ、塩分の補正法についても新たな検討ができると考えている。
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